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I am a Cat – Chapter 6b  (Natsume Sōseki) 

「その時分
じぶん

の僕
ぼく

は随分
ずいぶん

悪
あく

もの食
ぐ

いの隊 長
たいちょう

で、 蝗
いなご

、なめくじ、赤 蛙
あかがえる

などは食
く

い厭
あ

きていた

くらいなところだから、蛇飯
へびめし

は乙
おつ

だ。早速
さっそく

御馳走
ごちそう

になろうと爺
じい

さんに返事
へんじ

をした。そこで爺

さん囲炉裏
い ろ り

の上
うえ

へ鍋
なべ

をかけて、その中
なか

へ米
こめ

を入
い

れてぐずぐず煮出
に だ

したものだね。不思議
ふ し ぎ

な事
こと

にはその鍋の蓋
ふた

を見
み

ると大 小
だいしょう

十個
じゅっこ

ばかりの穴
あな

があいている。その穴から湯気
ゆ げ

がぷうぷう吹
ふ

く

から、旨
うま

い工夫
くふう

をしたものだ、田舎
いなか

にしては感心
かんしん

だと見ていると、爺さんふと立
た

って、どこか

へ出
で

て行
い

ったがしばらくすると、大
おお

きな笊
ざる

を小脇
こわき

に抱
か

い込
こ

んで帰
かえ

って来
き

た。何気
なにげ

なくこれを囲

炉裏の傍
そば

へ置
お

いたから、その中を覗
のぞ

いて見ると――いたね。長
なが

い奴
やつ

が、寒
さむ

いもんだから御互
おたがい

にとぐろの捲
ま

きくらをやって塊
かた

まっていましたね」「もうそんな御話
おはな

しは廃
よ

しになさいよ。厭
いや

らしい」と細君
さいくん

は眉
まゆ

に八
はち

の字
じ

を寄
よ

せる。「どうしてこれが失恋
しつれん

の大源因
だいげんいん

になるんだからなか

なか廃せませんや。爺さんはやがて左手
ひだりて

に鍋の蓋をとって、右手
みぎて

に例
れい

の塊まった長い奴を

無雑作
むぞうさ

につかまえて、いきなり鍋の中へ放
ほう

り込
こ

んで、すぐ上から蓋をしたが、さすがの僕もそ

の時
とき

ばかりははっと息
いき

の穴
あな

が 塞
ふさが

ったかと思
おも

ったよ」「もう御
お

やめになさいよ。気味
き び

の悪
わ

る

い」と細君しきりに怖
こわ

がっている。 

「もう少
すこ

しで失恋
しつれん

になるからしばらく辛抱
しんぼう

していらっしゃい。すると一分
いっぷん

立
た

つか立たないう

ちに蓋
ふた

の穴
あな

から鎌首
かまくび

がひょいと一
ひと

つ出
で

ましたのには驚
おど

ろきましたよ。やあ出たなと思
おも

うと、

隣
となり

の穴からもまたひょいと顔
かお

を出
だ

した。また出たよと云
い

ううち、あちらからも出る。こちら

からも出る。とうとう鍋 中
なべじゅう

蛇
へび

の面
つら

だらけになってしまった」「なんで、そんなに首
くび

を出すん

だい」「鍋
なべ

の中
なか

が熱
あつ

いから、苦
くる

しまぎれに這
は

い出
だ

そうとするのさ。やがて爺
じい

さんは、もうよ

かろう、引
ひ

っ張
ぱ

らっしとか何
なん

とか云うと、婆
ばあ

さんははあーと答
こた

える、 娘
むすめ

はあいと挨拶
あいさつ

をし

て、名々
めいめい

に蛇の頭を持
も

ってぐいと引
ひ

く。肉
にく

は鍋の中に残
のこ

るが、骨
ほね

だけは奇麗
きれい

に離
はな

れて、頭を

引くと共
とも

に長
なが

いのが面白
おもしろ

いように抜
ぬ

け出
だ

してくる」「蛇の骨
ほね

抜
ぬ

きですね」と寒月
かんげつ

君
くん

が笑
わら

いな

がら聞
き

くと「 全
まった

くの事
こと

骨抜だ、器用
きよう

な事
こと

をやるじゃないか。それから蓋を取
と

って、杓子
しゃくし

でも

って飯
めし

と肉を矢鱈
やたら

に掻
か

き交
ま

ぜて、さあ召
め

し上
あ

がれと来
き

た」「食
く

ったのかい」と主人
しゅじん

が冷淡
れいたん

に

尋
たず

ねると、細君
さいくん

は苦
にが

い顔
かお

をして「もう廃
よ

しになさいよ、胸
こし

が悪
わ

るくって御飯
ごはん

も何
なに

もたべられ

やしない」と愚痴
ぐ ち

をこぼす。「奥
おく

さんは蛇飯
へびめし

を召し上がらんから、そんな事をおっしゃるが、

まあ一遍
いっぺん

たべてご覧
らん

なさい、あの味
あじ

ばかりは生 涯
しょうがい

忘
わす

れられませんぜ」「おお、いやだ、誰
だれ
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が食
た

べるもんですか」「そこで充 分
じゅうぶん

御饌
ごぜん

も頂 戴
ちょうだい

し、寒
さむ

さも忘れるし、娘の顔も遠慮
えんりょ

なく見
み

るし、もう思
おも

いおく事はないと 考
かんが

えていると、御休
おやす

みなさいましと云うので、旅
たび

の労
つか

れもあ

る事だから、 仰
おおせ

に 従
したが

って、ごろりと横
よこ

になると、すまん訳
わけ

だが前後
ぜんご

を忘 却
ぼうきゃく

して寝
ね

てしまっ

た」「それからどうなさいました」と今度
こんど

は細君の方
ほう

から催促
さいそく

する。「それから 明
あくる

朝
あさ

になっ

て眼
め

を覚
さま

してからが失恋でさあ」「どうかなさったんですか」「いえ別
べつ

にどうもしやしません

がね。朝起
お

きて巻煙草
まきたばこ

をふかしながら裏
うら

の窓
まど

から見ていると、向
むこ

うの 筧
かけひ

の傍
そば

で、薬缶頭
やかんあたま

が

顔を洗
あら

っているんでさあ」「爺さんか婆さんか」と主人が聞く。 

「それがさ、僕
ぼく

にも識別
しきべつ

しにくかったから、しばらく拝見
はいけん

していて、その薬缶
やかん

がこちらを向
む

く段
だん

になって驚
おど

ろいたね。それが僕の初恋
はつこい

をした昨夜
ゆうべ

の 娘
むすめ

なんだもの」「だって娘は島田
しまだ

に

結
い

っているとさっき云
い

ったじゃないか」「前夜
ぜんや

は島田さ、しかも見事
みごと

な島田さ。ところが翌朝
よくあさ

は丸薬缶
まるやかん

さ」「人
ひと

を馬鹿
ば か

にしていらあ」と主人
しゅじん

は例
れい

によって天 井
てんじょう

の方
ほう

へ視線
しせん

をそらす。「僕

も不思議
ふ し ぎ

の 極
きょく

内心
ないしん

少 々
しょうしょう

怖
こわ

くなったから、なお余所
よ そ

ながら容子
ようす

を 窺
うかが

っていると、薬缶はよ

うやく顔
かお

を洗
あら

い了
おわ

って、傍
かた

えの石
いし

の上
うえ

に置
お

いてあった高島田
たかしまだ

の 鬘
かずら

を無雑作
むぞうさ

に被
かぶ

って、すま

してうちへ這入
は い

ったんでなるほどと思
おも

った。なるほどとは思ったようなもののその時
とき

から、と

うとう失恋
しつれん

の果敢
は か

なき運命
うんめい

をかこつ身
み

となってしまった」「くだらない失恋もあったもんだ。

ねえ、寒月
かんげつ

君
くん

、それだから、失恋でも、こんなに陽気
ようき

で元気
げんき

がいいんだよ」と主人が寒月君に

向って迷亭
めいてい

君の失恋を 評
ひょう

すると、寒月君は「しかしその娘が丸薬缶でなくってめでたく

東 京
とうきょう

へでも連
つ

れて御帰
おかえ

りになったら、先生
せんせい

はなお元気かも知
し

れませんよ、とにかくせっかく

の娘が禿
はげ

であったのは千 秋
せんしゅう

の恨事
こんじ

ですねえ。それにしても、そんな若
わか

い 女
おんな

がどうして、毛
け

が抜
ぬ

けてしまったんでしょう」「僕もそれについてはだんだん 考
かんが

えたんだが 全
まった

く蛇飯
へびめし

を食
く

い過
す

ぎたせいに相違
そうい

ないと思う。蛇飯てえ奴
やつ

はのぼせるからね」「しかしあなたは、どこも何
なん

ともなくて結構
けっこう

でございましたね」「僕は禿にはならずにすんだが、その代
かわ

りにこの通
とお

りその

時から近眼
きんがん

になりました」と金縁
きんぶち

の眼鏡
めがね

をとってハンケチで叮嚀
ていねい

に拭
ふ

いている。しばらくし

て主人は思
おも

い出
だ

したように「全体
ぜんたい

どこが神秘的
しんぴてき

なんだい」と念
ねん

のために聞
き

いて見
み

る。「あの鬘

はどこで買
か

ったのか、拾
ひろ

ったのかどう考えても未
いま

だに分
わか

らないからそこが神秘さ」と迷亭君は

また眼鏡を元
もと

のごとく鼻
はな

の上へかける。「まるで噺
はな

し家
か

の 話
はなし

を聞くようでござんすね」とは

細君
さいくん

の批評
ひひょう

であった。 
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迷亭
めいてい

の駄弁
だべん

もこれで一段落
いちだんらく

を告
つ

げたから、もうやめるかと思
おも

いのほか、先生
せんせい

は猿 轡
さるぐつわ

でも嵌
は

められないうちはとうてい黙
だま

っている事
こと

が出来
で き

ぬ性
たち

と見
み

えて、また次
つぎ

のような事をしゃべり出
だ

した。 

「僕
ぼく

の失恋
しつれん

も苦
にが

い経験
けいけん

だが、あの時
とき

あの薬缶
やかん

を知
し

らずに貰
もら

ったが最後
さいご

生 涯
しょうがい

の目障
めざわ

りになる

んだから、よく 考
かんが

えないと険呑
けんのん

だよ。結婚
けっこん

なんかは、いざと云
い

う間際
まぎわ

になって、飛
と

んだとこ

ろに傷口
きずぐち

が隠
かく

れているのを見出
みいだ

す事がある者
もの

だから。寒月
かんげつ

君
くん

などもそんなに憧 憬
しょうけい

したり

惝 怳
しょうきょう

したり独
ひと

りでむずかしがらないで、篤
とく

と気
き

を落
お

ちつけて珠
たま

を磨
す

るがいいよ」といやに

異見
いけん

めいた事を述
の

べると、寒月君は「ええなるべく珠ばかり磨っていたいんですが、向
むこ

うでそ

うさせないんだから弱
よわ

り切
き

ります」とわざと辟易
へきえき

したような顔付
かおつき

をする。「そうさ、君
きみ

など

は先方
せんぽう

が騒
さわ

ぎ立
た

てるんだが、中
なか

には滑稽
こっけい

なのがあるよ。あの図書館
としょかん

へ小 便
しょうべん

をしに来
き

た老梅
ろうばい

君などになるとすこぶる奇
き

だからね」「どんな事をしたんだい」と主人
しゅじん

が調子
ちょうし

づいて 承
うけたま

わ

る。「なあに、こう云う訳
わけ

さ。先生その昔
むか

し静岡
しずおか

の東西館
とうざいかん

へ泊
とま

った事があるのさ。――たっ

た一
ひ

と晩
ばん

だぜ――それでその晩すぐにそこの下女
げじょ

に結婚を申
もう

し込
こ

んだのさ。僕も随分
ずいぶん

呑気
のんき

だ

が、まだあれほどには進化
しんか

しない。もっともその時分
じぶん

には、あの宿屋
やどや

に御夏
おなつ

さんと云う有名
ゆうめい

な

別嬪
べっぴん

がいて老梅君の座敷
ざしき

へ出
で

たのがちょうどその御夏さんなのだから無理
む り

はないがね」「無理

がないどころか君の何
なん

とか 峠
とうげ

とまるで同
おな

じじゃないか」「少
すこ

し似
に

ているね、実
じつ

を云うと僕と

老梅とはそんなに差異
さ い

はないからな。とにかく、その御夏さんに結婚を申し込んで、まだ返事
へんじ

を聞
き

かないうちに水瓜
すいか

が食
く

いたくなったんだがね」「何だって？」と主人が不思議
ふ し ぎ

な顔
かお

をす

る。主人ばかりではない、細君
さいくん

も寒月も申
もう

し合
あわ

せたように首
くび

をひねってちょっと考えて見

る。迷亭は構
かま

わずどんどん 話
はなし

を進行
しんこう

させる。 

「御夏
おなつ

さんを呼
よ

んで静岡
しずおか

に水瓜
すいか

はあるまいかと聞
き

くと、御夏さんが、なんぼ静岡だって水瓜く

らいはありますよと、御盆
おぼん

に水瓜を山盛
やまも

りにして持
も

ってくる。そこで老梅
ろうばい

君
くん

食
く

ったそうだ。山

盛りの水瓜をことごとく平
たい

らげて、御夏さんの返事
へんじ

を待
ま

っていると、返事の来
こ

ないうちに腹
はら

が

痛
いた

み出
だ

してね、うーんうーんと唸
うな

ったが少
すこ

しも利目
ききめ

がないからまた御夏さんを呼んで今度
こんど

は静

岡に医者
いしゃ

はあるまいかと聞いたら、御夏さんがまた、なんぼ静岡だって医者くらいはあります

よと云
い

って、天地
てんち

玄黄
げんこう

とかいう千字文
せんじもん

を盗
ぬす

んだような名前
なまえ

のドクトルを連
つ

れて来
き

た。翌 朝
あくるあさ

に

なって、腹の痛みも御蔭
おかげ

でとれてありがたいと、出 立
しゅったつ

する十五分
じゅうごふん

前
まえ

に御夏さんを呼んで、
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昨日
きのう

申
もう

し込
こ

んだ結婚
けっこん

事件
じけん

の諾否
だくひ

を尋
たず

ねると、御夏さんは笑
わら

いながら静岡には水瓜もありま

す、御医者
おいしゃ

もありますが一夜
いちや

作
づく

りの御嫁
およめ

はありませんよと出
で

て行
い

ったきり顔
かお

を見
み

せなかったそ

うだ。それから老梅君も僕
ぼく

同様
どうよう

に失恋
しつれん

になって、図書館
としょかん

へは小 便
しょうべん

をするほか来
こ

なくなったん

だって、 考
かんが

えると 女
おんな

は罪
つみ

な者
もの

だよ」と云うと主人
しゅじん

がいつになく引
ひ

き受
う

けて「本当
ほんとう

にそう

だ。せんだってミュッセの脚 本
きゃくほん

を読
よ

んだらそのうちの人物
じんぶつ

が羅馬
ローマ

の詩人
しじん

を引用
いんよう

してこんな事
こと

を云っていた。――羽
はね

より軽
かる

い者は塵
ちり

である。塵より軽いものは風
かぜ

である。風より軽い者は女

である。女より軽いものは無
む

である。――よく穿
うが

ってるだろう。女なんか仕方
しかた

がない」と 妙
みょう

なところで力味
り き

んで見
み

せる。これを 承
うけたまわ

った細君
さいくん

は承知
しょうち

しない。「女の軽いのがいけないと

おっしゃるけれども、 男
おとこ

の重
おも

いんだって好
い

い事はないでしょう」「重いた、どんな事だ」

「重いと云うな重い事ですわ、あなたのようなのです」「俺
おれ

がなんで重い」「重いじゃありま

せんか」と妙な議論
ぎろん

が始
はじ

まる。迷亭
めいてい

は面白
おもしろ

そうに聞いていたが、やがて口
くち

を開
ひら

いて「そう赤
あか

くなって互
たが

に弁難
べんなん

攻撃
こうげき

をするところが夫婦
ふうふ

の真相
しんそう

と云うものかな。どうも 昔
むかし

の夫婦なんて

ものはまるで無意味
む い み

なものだったに違
ちが

いない」とひやかすのだか賞
ほ

めるのだか曖昧
あいまい

な事を言
い

っ

たが、それでやめておいても好い事をまた例
れい

の調子
ちょうし

で布衍
ふえん

して、下
しも

のごとく述
の

べられた。 

「 昔
むかし

は亭主
ていしゅ

に口返答
くちへんとう

なんかした 女
おんな

は、一人
ひとり

もなかったんだって云
い

うが、それなら唖
おし

を

女 房
にょうぼう

にしていると同
おな

じ事
こと

で僕
ぼく

などは一向
いっこう

ありがたくない。やっぱり奥
おく

さんのようにあなた

は重
おも

いじゃありませんかとか何
なん

とか云われて見
み

たいね。同じ女房を持
も

つくらいなら、たまには

喧嘩
けんか

の一
ひと

つ二
ふた

つしなくっちゃ退屈
たいくつ

でしようがないからな。僕の母
はは

などと来
き

たら、おやじの前
まえ

へ出
で

てはいとへいで持
も

ち切
き

っていたものだ。そうして二十年
にじゅうねん

もいっしょになっているうちに

寺参
てらまい

りよりほかに外
そと

へ出た事がないと云うんだから情
なさ

けないじゃないか。もっとも御蔭
おかげ

で先祖
せんぞ

代々
だいだい

の戒 名
かいみょう

はことごとく暗記
あんき

している。男女間
だんじょかん

の交際
こうさい

だってそうさ、僕の小供
こども

の時分
じぶん

など

は寒月
かんげつ

君
くん

のように意中
いちゅう

の人
ひと

と合奏
がっそう

をしたり、霊
れい

の交換
こうかん

をやって朦朧体
もうろうたい

で出合
で あ

って見たりす

る事はとうてい出来
で き

なかった」「御気
お き

の毒様
どくさま

で」と寒月君が 頭
あたま

を下
さ

げる。「実
じつ

に御気の毒

さ。しかもその時分の女が 必
かなら

ずしも今
いま

の女より品行
ひんこう

がいいと限
かぎ

らんからね。奥さん近頃
ちかごろ

は

女学生
じょがくせい

が堕落
だらく

したの何だのとやかましく云いますがね。なに昔はこれより烈
はげ

しかったんです

よ」「そうでしょうか」と細君
さいくん

は真面目
ま じ め

である。「そうですとも、出鱈目
でたらめ

じゃない、ちゃんと

証拠
しょうこ

があるから仕方
しかた

がありませんや。苦沙弥
くしゃみ

君、君
きみ

も覚
おぼ

えているかも知
し

れんが僕等
ぼくら

の五六歳
ごろくさい

の
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時
とき

までは 女
おんな

の子
こ

を唐茄子
とうなす

のように籠
かご

へ入
い

れて天秤棒
てんびんぼう

で担
かつ

いで売
う

ってあるいたもんだ、ねえ

君」「僕はそんな事は覚えておらん」「君の国
くに

じゃどうだか知らないが、静岡
しずおか

じゃたしかにそ

うだった」「まさか」と細君が小
ちい

さい声
こえ

を出
だ

すと、「本当
ほんとう

ですか」と寒月君が本当らしからぬ

様子
ようす

で聞
き

く。 

「本当
ほんとう

さ。現
げん

に僕
ぼく

のおやじが価
ね

を付
つ

けた事
こと

がある。その時
とき

僕は何
なん

でも六
むっ

つくらいだったろ

う。おやじといっしょに油 町
あぶらまち

から 通 町
とおりちょう

へ散歩
さんぽ

に出
で

ると、向
むこ

うから大
おお

きな声
こえ

をして 女
おんな

の子
こ

はよしかな、女の子はよしかなと怒鳴
ど な

ってくる。僕等
ぼくら

がちょうど二
に

丁目
ちょうめ

の角
かど

へ来
く

ると、伊勢源
いせげん

と云
い

う呉服屋
ごふくや

の前
まえ

でその 男
おとこ

に出
で

っ食
く

わした。伊勢源と云うのは間口
まぐち

が十 間
じゅっけん

で蔵
くら

が五
い

つ戸前
とまえ

あって静岡
しずおか

第一
だいいち

の呉服屋だ。今度
こんど

行
い

ったら見
み

て来給
きたま

え。今
いま

でも歴然
れきぜん

と残
のこ

っている。立派
りっぱ

なう

ちだ。その番頭
ばんとう

が甚兵衛
じんべえ

と云ってね。いつでも御袋
おふくろ

が三日
みっか

前
まえ

に亡
な

くなりましたと云うような

顔
かお

をして帳場
ちょうば

の 所
ところ

へ控
ひか

えている。甚兵衛君
くん

の隣
とな

りには初
はつ

さんという二十四五
にじゅうしご

の若
わか

い衆
しゅ

が坐
すわ

っているが、この初さんがまた雲 照
うんしょう

律師
りっし

に帰依
き え

して三七
さんしち

二十一
にじゅういち

日
にち

の 間
あいだ

蕎麦湯
そ ば ゆ

だけで通
とお

し

たと云うような青
あお

い顔をしている。初さんの隣りが 長
ちょう

どんでこれは昨日
きのう

火事
か じ

で焚
や

き出
だ

された

かのごとく愁 然
しゅうぜん

と算盤
そろばん

に身
み

を凭
もた

している。長どんと併
なら

んで……」「君
きみ

は呉服屋の 話
はなし

をする

のか、人
ひと

売
う

りの話をするのか」「そうそう人売りの話しをやっていたんだっけ。実
じつ

はこの伊勢

源についてもすこぶる奇譚
きだん

があるんだが、それは割愛
かつあい

して今日
きょう

は人売りだけにしておこう」

「人売りもついでにやめるがいい」「どうしてこれが二十世紀
にじっせいき

の今日
こんにち

と明治
めいじ

初年
しょねん

頃
ころ

の女子
じょし

の

品性
ひんせい

の比較
ひかく

について大
だい

なる参考
さんこう

になる材 料
ざいりょう

だから、そんなに容易
たやす

くやめられるものか――そ

れで僕がおやじと伊勢源の前
まえ

までくると、例
れい

の人売りがおやじを見て旦那
だんな

女の子の仕舞物
しまいもの

はど

うです、安
やす

く負
ま

けておくから買
か

っておくんなさいと云いながら天秤棒
てんびんぼう

をおろして汗
あせ

を拭
ふ

いて

いるのさ。見ると籠
かご

の中
なか

には前に一人
ひとり

後
うし

ろに一人両 方
りょうほう

とも二歳
にさい

ばかりの女の子が入
い

れてあ

る。おやじはこの男に向
むか

って安ければ買ってもいいが、もうこれぎりかいと聞
き

くと、へえ生憎
あいにく

今日はみんな売
う

り尽
つく

してたった二
ふた

つになっちまいました。どっちでも好
い

いから取
と

っとくんなさ

いなと女の子を両手
りょうて

で持
も

って唐茄子
とうなす

か何
なん

ぞのようにおやじの鼻
はな

の先
さき

へ出
だ

すと、おやじはぽん

ぽんと 頭
あたま

を叩
たた

いて見て、ははあかなりな音
おと

だと云った。それからいよいよ談判
だんぱん

が始
はじ

まって

散々
さんざ

価切
ね ぎ

った末
すえ

おやじが、買っても好いが品
しな

はたしかだろうなと聞くと、ええ前の奴
やつ

は始終
しじゅう

見ているから間違
まちがい

はありませんがね後ろに担
かつ

いでる方
ほう

は、何
なに

しろ眼
め

がないんですから、こと
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によるとひびが入
い

ってるかも知
し

れません。こいつの方なら受
う

け合
あ

えない代
かわ

りに価段
ねだん

を引
ひ

いてお

きますと云った。僕はこの問答
もんどう

を未
いま

だに記憶
きおく

しているんだがその時小供
こども

心
ごころ

に女と云うものは

なるほど油断
ゆだん

のならないものだと思
おも

ったよ。――しかし明治三 十
さんじゅう

八
はち

年
ねん

の今日こんな馬鹿
ば か

な

真似
ま ね

をして女の子を売ってあるくものもなし、眼
め

を放
はな

して後ろへ担いだ方は険呑
けんのん

だなどと云う

事も聞かないようだ。だから、僕の 考
かんがえ

ではやはり泰西
たいせい

文明
ぶんめい

の御蔭
おかげ

で女の品行
ひんこう

もよほど進歩
しんぽ

したものだろうと断定
だんてい

するのだが、どうだろう寒月
かんげつ

君」 

寒月
かんげつ

君
くん

は返事
へんじ

をする前
まえ

にまず鷹揚
おうよう

な咳 払
せきばらい

を一
ひと

つして見
み

せたが、それからわざと落
お

ちついた

低
ひく

い声
こえ

で、こんな観察
かんさつ

を述
の

べられた。「この頃
ごろ

の 女
おんな

は学校
がっこう

の行
ゆ

き帰
かえ

りや、合奏
がっそう

会
かい

や、慈善
じぜん

会
かい

や、園遊
えんゆう

会
かい

で、ちょいと買
か

って頂 戴
ちょうだい

な、あらおいや？ などと自分
じぶん

で自分を売
う

りにあるい

ていますから、そんな八百屋
や お や

のお余
あま

りを雇
やと

って、 女
おんな

の子
こ

はよしか、なんて下品
げひん

な依托
いたく

販売
はんばい

を

やる必要
ひつよう

はないですよ。人間
にんげん

に独立心
どくりつしん

が発達
はったつ

してくると自然
しぜん

こんな風
ふう

になるものです。

老人
ろうじん

なんぞはいらぬ取越
とりこし

苦労
ぐろう

をして何
なん

とかかとか云
い

いますが、実際
じっさい

を云うとこれが文明
ぶんめい

の

趨勢
すうせい

ですから、 私
わたし

などは 大
おおい

に 喜
よろこ

ばしい現 象
げんしょう

だと、ひそかに慶賀
けいが

の意
い

を 表
ひょう

しているので

す。買う方
ほう

だって 頭
あたま

を敲
たた

いて品物
しなもの

は確
たし

かかなんて聞
き

くような野暮
や ぼ

は一人
ひとり

もいないんですから

その辺
へん

は安心
あんしん

なものでさあ。またこの複雑
ふくざつ

な世
よ

の中
なか

に、そんな手数
てすう

をする日
ひ

にゃあ、際限
さいげん

が

ありませんからね。五十
ごじゅう

になったって六 十
ろくじゅう

になったって亭主
ていしゅ

を持
も

つ事
こと

も嫁
よめ

に行
ゆ

く事も出来
で き

やしません」寒月君は二十世紀
にじっせいき

の青年
せいねん

だけあって、大に当 世 流
とうせいりゅう

の 考
かんがえ

を開陳
かいちん

しておいて、

敷島
しきしま

の 煙
けむり

をふうーと迷亭
めいてい

先生
せんせい

の顔
かお

の方へ吹
ふ

き付
つ

けた。迷亭は敷島の煙くらいで辟易
へきえき

する

男
おとこ

ではない。「仰
おお

せの通
とお

り方今
ほうこん

の女生徒
じょせいと

、令 嬢
れいじょう

などは自尊
じそん

自信
じしん

の念
ねん

から骨
ほね

も肉
にく

も皮
かわ

まで

出来
で き

ていて、何でも男子
だんし

に負
ま

けないところが敬服
けいふく

の至
いた

りだ。僕
ぼく

の近所
きんじょ

の女学校
じょがっこう

の生徒
せいと

などと

来
き

たらえらいものだぜ。筒袖
つつそで

を穿
は

いて鉄棒
かなぼう

へぶら下
さ

がるから感心
かんしん

だ。僕は二階
にかい

の窓
まど

から彼等
かれら

の体操
たいそう

を目撃
もくげき

するたんびに古代
こだい

希臘
ギリシャ

の婦人
ふじん

を追懐
ついかい

するよ」「また希臘か」と主人が冷 笑
れいしょう

す

るように云
い

い放
はな

つと「どうも美
び

な感
かん

じのするものは大抵
たいてい

希臘から 源
みなもと

を発
はっ

しているから仕方
しかた

がない。美学者
びがくしゃ

と希臘とはとうてい離
はな

れられないやね。――ことにあの色
いろ

の黒
くろ

い女学生が

一心不乱
いっしんふらん

に体操をしているところを拝見
はいけん

すると、僕はいつでも Agnodice の逸話
いつわ

を思
おも

い出
だ

すの

さ」と物知
ものし

り顔
がお

にしゃべり立
た

てる。 
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「またむずかしい名前
なまえ

が出
で

て来
き

ましたね」と寒月
かんげつ

君
くん

は依然
いぜん

としてにやにやする。「Agnodice は

えらい 女
おんな

だよ、僕
ぼく

は実
じつ

に感心
かんしん

したね。当時
とうじ

亜典
アテン

の法律
ほうりつ

で女が産婆
さんば

を営 業
えいぎょう

する事
こと

を禁
きん

じて

あった。不便
ふべん

な事さ。Agnodice だってその不便を感
かん

ずるだろうじゃないか」「何
なん

だい、その

――何とか云
い

うのは」「女さ、女の名前だよ。この女がつらつら 考
かんが

えるには、どうも女が産婆

になれないのは情
なさ

けない、不便極
きわ

まる。どうかして産婆になりたいもんだ、産婆になる工夫
くふう

は

あるまいかと三日三晩
みっかみばん

手
て

を 拱
こまぬ

いて 考
かんが

え込
こ

んだね。ちょうど三日
みっか

目
め

の暁方
あけがた

に、 隣
となり

の家
うち

で赤
あか

ん坊
ぼう

がおぎゃあと泣
な

いた声
こえ

を聞
き

いて、うんそうだと豁然大悟
かつぜんたいご

して、それから早速
さっそく

長
なが

い髪
かみ

を切
き

って 男
おとこ

の着物
きもの

をきて Hierophilus の講義
こうぎ

をききに行
い

った。首尾
しゅび

よく講義をきき終
おお

せて、もう

大丈夫
だいじょうぶ

と云うところでもって、いよいよ産婆を開 業
かいぎょう

した。ところが、奥
おく

さん流行
は や

りました

ね。あちらでもおぎゃあと生
うま

れるこちらでもおぎゃあと生れる。それがみんな Agnodice の世話
せ わ

なんだから大変
たいへん

儲
もう

かった。ところが人間
にんげん

万事
ばんじ

塞翁
さいおう

の馬
うま

、七
なな

転
ころ

び八
や

起
お

き、弱
よわ

り目
め

に祟
たた

り目
め

で、ついこの秘密
ひみつ

が露見
ろけん

に及
およ

んでついに御上
おかみ

の御法度
ごはっと

を破
やぶ

ったと云うところで、重
おも

き御仕置
おしおき

に

仰
おお

せつけられそうになりました」「まるで講 釈
こうしゃく

見
み

たようです事」「なかなか旨
うま

いでしょう。

ところが亜典の女 連
おんなれん

が一同
いちどう

連署
れんしょ

して嘆願
たんがん

に及んだから、時
とき

の御奉行
おぶぎょう

もそう木
き

で鼻
はな

を括
くく

った

ような挨拶
あいさつ

も出来
で き

ず、ついに当人
とうにん

は無罪
むざい

放免
ほうめん

、これからはたとい女たりとも産婆営業勝手
かって

た

るべき事と云う御布令
お ふ れ

さえ出
で

てめでたく落 着
らくちゃく

を告
つ

げました」「よくいろいろな事を知
し

ってい

らっしゃるのね、感心ねえ」「ええ大概
たいがい

の事は知っていますよ。知らないのは自分
じぶん

の馬鹿
ば か

な事

くらいなものです。しかしそれも薄々
うすうす

は知ってます」「ホホホホ面白
おもしろ

い事ばかり……」と

細君
さいくん

相形
そうごう

を崩
くず

して笑
わら

っていると、格子戸
こうしど

のベルが相変
あいかわ

らず着
つ

けた時と同
おな

じような音
おと

を出
だ

して

鳴
な

る。「おやまた御客様
おきゃくさま

だ」と細君は茶
ちゃ

の間
ま

へ引
ひ

き下
さ

がる。細君と入
い

れ違
ちが

いに座敷
ざしき

へ這入
は い

っ

て来
き

たものは誰
だれ

かと思
おも

ったらご存
ぞん

じの越智
お ち

東風
とうふう

君であった。 

ここへ東風
とうふう

君
くん

さえくれば、主人
しゅじん

の家
うち

へ出入
でいり

する変人
へんじん

はことごとく網羅
もうら

し尽
つく

したとまで行
ゆ

かず

とも、少
すく

なくとも吾輩
わがはい

の無聊
ぶりょう

を 慰
なぐさ

むるに足
た

るほどの頭 数
あたまかず

は御揃
おそろい

になったと云
い

わねばなら

ぬ。これで不足
ふそく

を云っては勿体
もったい

ない。運
うん

悪
わ

るくほかの家へ飼
か

われたが最後
さいご

、生 涯
しょうがい

人間
にんげん

中
ちゅう

に

かかる先生方
せんせいがた

が一人
ひとり

でもあろうとさえ気
き

が付
つ

かずに死
し

んでしまうかも知
し

れない。 幸
さいわい

にして

苦沙弥
くしゃみ

先生門下
もんか

の猫児
びょうじ

となって朝 夕
ちょうせき

虎皮
こ ひ

の前
まえ

に侍
はん

べるので先生は無論
むろん

の事
こと

迷亭
めいてい

、寒月
かんげつ

乃至
ないし

東風などと云う広
ひろ

い東 京
とうきょう

にさえあまり例
れい

のない一騎
いっき

当千
とうせん

の豪傑
ごうけつ

連
れん

の挙止
きょし

動作
どうさ

を寝
ね

ながら
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拝見
はいけん

するのは吾輩にとって千載
せんざい

一遇
いちぐう

の光栄
こうえい

である。御蔭様
おかげさま

でこの暑
あつ

いのに毛袋
けぶくろ

でつつまれ

ていると云う難儀
なんぎ

も忘
わす

れて、面白
おもしろ

く半日
はんにち

を消 光
しょうこう

する事
こと

が出来
で き

るのは感謝
かんしゃ

の至
いた

りである。ど

うせこれだけ集
あつ

まれば只事
ただごと

ではすまない。何
なに

か持
も

ち上
あ

がるだろうと 襖
ふすま

の陰
かげ

から 謹
つつし

んで拝見

する。 

「どうもご無沙汰
ごぶさた

を致
いた

しました。しばらく」と御辞儀
お じ ぎ

をする東風君の顔
かお

を見
み

ると、先日
せんじつ

のごと

くやはり奇麗
きれい

に光
ひか

っている。 頭
あたま

だけで 評
ひょう

すると何
なん

か緞 帳
どんちょう

役者
やくしゃ

のようにも見えるが、白
しろ

い

小倉
こくら

の 袴
はかま

のゴワゴワするのを御苦労
ごくろう

にも鹿爪
しかつめ

らしく穿
は

いているところは榊 原
さかきばら

健吉
けんきち

の内弟子
うちでし

としか思
おも

えない。 従
したが

って東風君の身体
からだ

で普通
ふつう

の人間
にんげん

らしいところは肩
かた

から腰
こし

までの 間
あいだ

だけ

である。「いや暑いのに、よく御出掛
おでかけ

だね。さあずっと、こっちへ通
とお

りたまえ」と迷亭
めいてい

先生は

自分
じぶん

の家らしい挨拶
あいさつ

をする。「先生には大分
だいぶ

久
ひさ

しく御目
お め

にかかりません」「そうさ、たしかこ

の春
はる

の朗読会
ろうどくかい

ぎりだったね。朗読会と云えば近頃
ちかごろ

はやはり御盛
おさかん

かね。その後
ご

御宮
おみや

にゃなりま

せんか。あれは旨
うま

かったよ。僕
ぼく

は 大
おおい

に拍手
はくしゅ

したぜ、君
きみ

気が付いてたかい」「ええ御蔭で大
おお

き

に勇気
ゆうき

が出
で

まして、とうとうしまいまで漕
こ

ぎつけました」「今度
こんど

はいつ御催
おもよお

しがありますか」

と主人が口
くち

を出
だ

す。 

「七八
しちはち

両月
ふたつき

は休
やす

んで九月
くがつ

には何
なに

か賑
にぎ

やかにやりたいと思
おも

っております。何か面白
おもしろ

い趣向
しゅこう

は

ございますまいか」「さよう」と主人
しゅじん

が気
き

のない返事
へんじ

をする。「東風
とうふう

君
くん

僕
ぼく

の創作
そうさく

を一
ひと

つやら

ないか」と今度
こんど

は寒月
かんげつ

君が相手
あいて

になる。「君の創作なら面白いものだろうが、一体
いったい

何かね」

「脚 本
きゃくほん

さ」と寒月君がなるべく押
お

しを強
つよ

く出
で

ると、案
あん

のごとく、三人
さんにん

はちょっと毒気
どっき

をぬか

れて、申
もう

し合
あわ

せたように本人
ほんにん

の顔
かお

を見
み

る。「脚本はえらい。喜劇
きげき

かい悲劇
ひげき

かい」と東風君が

歩
ほ

を進
すす

めると、寒月先生
せんせい

なお澄
すま

し返
かえ

って「なに喜劇でも悲劇でもないさ。近頃
ちかごろ

は旧 劇
きゅうげき

とか

新劇
しんげき

とか大部
だいぶ

やかましいから、僕も一つ新機軸
しんきじく

を出
だ

して俳劇
はいげき

と云
い

うのを作
つく

って見たのさ」

「俳劇たどんなものだい」「俳句
はいく

趣味
しゅみ

の劇
げき

と云うのを詰
つ

めて俳劇の二字
ふたじ

にしたのさ」と云うと

主人も迷亭も多少
たしょう

煙
けむ

に捲
ま

かれて控
ひか

えている。「それでその趣向と云うのは？」と聞
き

き出
だ

したの

はやはり東風君である。「根
ね

が俳句趣味からくるのだから、あまり長
なが

たらしくって、毒悪
どくあく

なの

はよくないと思って一幕物
ひとまくもの

にしておいた」「なるほど」「まず道具
どうぐ

立
た

てから話
はな

すが、これも

極
ごく

簡単
かんたん

なのがいい。舞台
ぶたい

の真中
まんなか

へ大
おお

きな 柳
やなぎ

を一本
いっぽん

植
う

え付
つ

けてね。それからその柳の幹
みき

から

一本の枝
えだ

を右
みぎ

の方
ほう

へヌッと出させて、その枝へ 烏
からす

を一羽
いちわ

とまらせる」「烏がじっとしていれ
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ばいいが」と主人が独
ひと

り言
ごと

のように心配
しんぱい

した。「何わけは有
あ

りません、烏の足
あし

を糸
いと

で枝へ縛
しば

り付
つ

けておくんです。でその下
した

へ行 水
ぎょうずい

盥
だらい

を出しましてね。美人
びじん

が横向
よこむ

きになって手拭
てぬぐい

を使
つか

っているんです」「そいつは少
すこ

しデカダンだね。第一
だいいち

誰
だれ

がその 女
おんな

になるんだい」と迷亭が聞
き

く。「何これもすぐ出来
で き

ます。美術
びじゅつ

学校
がっこう

のモデルを雇
やと

ってくるんです」「そりゃ警視庁
けいしちょう

がや

かましく云いそうだな」と主人はまた心配している。 

「だって興 行
こうぎょう

さえしなければ構
かま

わんじゃありませんか。そんな事
こと

をとやかく云
い

った日
ひ

にゃ

学校
がっこう

で裸体画
らたいが

の写生
しゃせい

なんざ出来
で き

っこありません」「しかしあれは稽古
けいこ

のためだから、ただ見
み

て

いるのとは少
すこ

し違
ちが

うよ」「先生
せんせい

方
がた

がそんな事を云った日には日本
にほん

もまだ駄目
だ め

です。絵画
かいが

だっ

て、演劇
えんげき

だって、おんなじ芸 術
げいじゅつ

です」と寒月
かんげつ

君
くん

大
おお

いに気焔
きえん

を吹
ふ

く。「まあ議論
ぎろん

はいいが、

それからどうするのだい」と東風
とうふう

君、ことによると、やる了 見
りょうけん

と見えて筋
すじ

を聞
き

きたがる。

「ところへ花道
はなみち

から俳人
はいじん

高浜
たかはま

虚子
きょし

がステッキを持
も

って、白
しろ

い灯心
とうしん

入
い

りの帽子
ぼうし

を被
かぶ

って、透綾
すきや

の羽織
はおり

に、薩摩
さつま

飛白
がすり

の尻端折
しりっぱしょ

りの半靴
はんぐつ

と云うこしらえで出
で

てくる。着付
き つ

けは陸軍
りくぐん

の御用達
ごようたし

見
み

たようだけれども俳人だからなるべく悠々
ゆうゆう

として腹
はら

の中
なか

では句案
くあん

に余念
よねん

のない体
てい

であるかな

くっちゃいけない。それで虚子が花道を行
ゆ

き切
き

っていよいよ本舞台
ほんぶたい

に懸
かか

った時
とき

、ふと句案の眼
め

をあげて前面
ぜんめん

を見ると、大
おお

きな 柳
やなぎ

があって、柳の影
かげ

で白
しろ

い 女
おんな

が湯
ゆ

を浴
あ

びている、はっと思
おも

って上
うえ

を見ると長
なが

い柳の枝
えだ

に 烏
からす

が一羽
いちわ

とまって女の行 水
ぎょうずい

を見下
み お

ろしている。そこで虚子先

生 大
おおい

に俳味
はいみ

に感動
かんどう

したと云う思
おも

い入
い

れが五十
ごじゅう

秒
びょう

ばかりあって、行水の女に惚
ほ

れる烏かなと

大
おお

きな声
こえ

で一句
いっく

朗吟
ろうぎん

するのを合図
あいず

に、拍子木
ひょうしぎ

を入
い

れて幕
まく

を引
ひ

く。――どうだろう、こう云う

趣向
しゅこう

は。御気
お き

に入
い

りませんかね。君
きみ

御宮
おみや

になるより虚子になる方
ほう

がよほどいいぜ」東風君は

何
なん

だか物足
ものた

らぬと云う顔付
かおつき

で「あんまり、あっけないようだ。もう少し人 情
にんじょう

を加味
か み

した事件
じけん

が欲
ほ

しいようだ」と真面目
ま じ め

に答
こた

える。今
いま

まで比較的
ひかくてき

おとなしくしていた迷亭
めいてい

はそういつまでも

だまっているような 男
おとこ

ではない。「たったそれだけで俳劇
はいげき

はすさまじいね。上田
うえだ

敏
びん

君の説
せつ

に

よると俳味とか滑稽
こっけい

とか云うものは消 極 的
しょうきょくてき

で亡国
ぼうこく

の音
いん

だそうだが、敏君だけあってうまい

事を云ったよ。そんなつまらない物
もの

をやって見給
みたま

え。それこそ上田君から笑
わら

われるばかりだ。

第一
だいいち

劇
げき

だか茶番
ちゃばん

だか何
なん

だかあまり消極的で分
わか

らないじゃないか。失礼
しつれい

だが寒月君はやはり

実験室
じっけんしつ

で珠
たま

を磨
みが

いてる方がいい。俳劇なんぞ 百
ひゃく

作
つく

ったって二百
にひゃく

作ったって、亡国の音じゃ

駄目だ」寒月君は 少 々
しょうしょう

憤
むっ

として、「そんなに消極的でしょうか。 私
わたし

はなかなか積 極 的
せっきょくてき

な

つもりなんですが」どっちでも構
かま

わん事を弁解
べんかい

しかける。 
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「虚子
きょし

がですね。虚子先生
せんせい

が 女
おんな

に惚
ほ

れる 烏
からす

かなと烏を捕
とら

えて女に惚れさしたところが 大
おおい

に

積 極 的
せっきょくてき

だろうと思
おも

います」「こりゃ新説
しんせつ

だね。是非
ぜ ひ

御講釈
ごこうしゃく

を伺
うか

がいましょう」「理学士
りがくし

と

して 考
かんが

えて見
み

ると烏が女に惚れるなどと云
い

うのは不合理
ふごうり

でしょう」「ごもっとも」「その不合

理な事
こと

を無雑作
むぞうさ

に言
い

い放
はな

って少
すこ

しも無理
む り

に聞
きこ

えません」「そうかしら」と主人
しゅじん

が 疑
うたが

った

調子
ちょうし

で割
わ

り込
こ

んだが寒月
かんげつ

は一向
いっこう

頓 着
とんちゃく

しない。「なぜ無理に聞えないかと云うと、これは

心理的
しんりてき

に説明
せつめい

するとよく分
わか

ります。実
じつ

を云うと惚れるとか惚れないとか云うのは俳人
はいじん

その人
ひと

に存
そん

する感 情
かんじょう

で烏とは没 交 渉
ぼつこうしょう

の沙汰
さ た

であります。しかるところあの烏は惚れてるなと感
かん

じ

るのは、つまり烏がどうのこうのと云う訳
わけ

じゃない、必 竟
ひっきょう

自分
じぶん

が惚れているんでさあ。虚子

自身
じしん

が 美
うつく

しい女の行 水
ぎょうずい

しているところを見てはっと思う途端
とたん

にずっと惚
ほ

れ込
こ

んだに相違
そうい

ない

です。さあ自分が惚れた眼
め

で烏が枝
えだ

の上
うえ

で動
うご

きもしないで下
した

を見つめているのを見たものだか

ら、ははあ、あいつも俺
おれ

と同
おな

じく参
まい

ってるなと癇違
かんちが

いをしたのです。癇違いには相違ないで

すがそこが文学的
ぶんがくてき

でかつ積極的なところなんです。自分だけ感じた事を、 断
ことわ

りもなく烏の上

に拡 張
かくちょう

して知
し

らん顔
かお

をしてすましているところなんぞは、よほど積極主義
しゅぎ

じゃありません

か。どうです先生」「なるほど御名論
ごめいろん

だね、虚子に聞かしたら 驚
おどろ

くに違
ちが

いない。説明だけは

積極だが、実際
じっさい

あの劇
げき

をやられた日
ひ

には、見物人
けんぶつにん

はたしかに 消 極
しょうきょく

になるよ。ねえ東風
とうふう

君
くん

」「へえどうも消極過
す

ぎるように思います」と真面目
ま じ め

な顔をして答
こた

えた。 

主人
しゅじん

は 少 々
しょうしょう

談話
だんわ

の局 面
きょくめん

を展開
てんかい

して見
み

たくなったと見
み

えて、「どうです、東風
とうふう

さん、近頃
ちかごろ

は傑作
けっさく

もありませんか」と聞
き

くと東風君
くん

は「いえ、別段
べつだん

これと云
い

って御目
お め

にかけるほどのも

のも出来
で き

ませんが、近日
きんじつ

詩集
ししゅう

を出
だ

して見ようと思
おも

いまして――稿本
こうほん

を 幸
さいわ

い持
も

って参
まい

りまし

たから御批評
ごひひょう

を願
ねが

いましょう」と 懐
ふところ

から 紫
むらさき

の袱紗
ふくさ

包
づつみ

を出して、その中
なか

から五六十
ごろくじゅう

枚
まい

ほ

どの原稿紙
げんこうし

の帳 面
ちょうめん

を取
と

り出
だ

して、主人の前
まえ

に置
お

く。主人はもっともらしい顔
かお

をして拝見
はいけん

と云

って見ると第一
だいいち

頁
ページ

に 

世
よ

の人
ひと

に似
に

ずあえかに見
み

え給
たも

う 

富子
とみこ

嬢
じょう

に捧
ささ

ぐ 
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と二行
にぎょう

にかいてある。主人はちょっと神秘的
しんぴてき

な顔をしてしばらく一頁を無言
むごん

のまま眺
なが

めている

ので、迷亭
めいてい

は横合
よこあい

から「何
なん

だい新体詩
しんたいし

かね」と云いながら覗
のぞ

き込
こ

んで「やあ、捧げたね。東

風君、思
おも

い切
き

って富子嬢に捧げたのはえらい」としきりに賞
ほ

める。主人はなお不思議
ふ し ぎ

そうに

「東風さん、この富子と云うのは本当
ほんとう

に存在
そんざい

している婦人
ふじん

なのですか」と聞く。「へえ、この

前
まえ

迷亭先生
せんせい

とごいっしょに朗読会
ろうどくかい

へ招 待
しょうだい

した婦人の一人
ひとり

です。ついこの御近所
ごきんじょ

に住
す

んでお

ります。実
じつ

はただ今
いま

詩集を見せようと思ってちょっと寄
よ

って参
まい

りましたが、生憎
あいにく

先月
せんげつ

から

大磯
おおいそ

へ避暑
ひしょ

に行
い

って留守
る す

でした」と真面目
ま じ め

くさって述
の

べる。「苦沙弥
くしゃみ

君、これが二十世紀
にじっせいき

なん

だよ。そんな顔をしないで、早
はや

く傑作でも朗読するさ。しかし東風君この捧
ささ

げ方
かた

は少
すこ

しまずか

ったね。このあえかにと云う雅言
がげん

は全体
ぜんたい

何
なん

と言
い

う意味
い み

だと思ってるかね」「蚊弱
かよわ

いとかたよわ

くと云う字
じ

だと思います」「なるほどそうも取
と

れん事
こと

はないが本来
ほんらい

の字義
じ ぎ

を云うと危
あや

う気
げ

にと

云う事
こと

だぜ。だから僕
ぼく

ならこうは書
か

かないね」「どう書いたらもっと詩的
してき

になりましょう」

「僕ならこうさ。世の人に似ずあえかに見え給う富子嬢の鼻
はな

の下
した

に捧ぐとするね。わずかに

三字
さんじ

のゆきさつだが鼻の下があるのとないのとでは大変
たいへん

感
かん

じに相違
そうい

があるよ」「なるほど」と

東風君は解
げ

しかねたところを無理
む り

に納得
なっとく

した体
てい

にもてなす。 

主人
しゅじん

は無言
むごん

のままようやく一
いち

頁
ページ

をはぐっていよいよ巻頭
かんとう

第 一 章
だいいっしょう

を読
よ

み出
だ

す。 

倦
う

んじて薫
くん

ずる香裏
こうり

に君
きみ

の 

霊
れい

か相思
そうし

の 煙
けむり

のたなびき 

おお我
われ

、ああ我、辛
から

きこの世
よ

に 

あまく得
え

てしか熱
あつ

き口
くち

づけ 

「これは 少 々
しょうしょう

僕
ぼく

には解
げ

しかねる」と主人は嘆息
たんそく

しながら迷亭
めいてい

に渡
わた

す。「これは少々振
ふる

い過
す

ぎてる」と迷亭は寒月
かんげつ

に渡す。寒月は「なああるほど」と云
い

って東風
とうふう

君
くん

に返
かえ

す。 

「先生
せんせい

御分
おわか

りにならんのはごもっともで、十 年
じゅうねん

前
ぜん

の詩界
しかい

と今日
こんにち

の詩界とは見違
みちが

えるほど

発達
はったつ

しておりますから。この頃
ごろ

の詩
し

は寝転
ねころ

んで読
よ

んだり、停車場
ていしゃば

で読んではとうてい分
わか

りよう

がないので、作
つく

った本人
ほんにん

ですら質問
しつもん

を受
う

けると返答
へんとう

に 窮
きゅう

する事
こと

がよくあります。 全
まった

くイ
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ンスピレーションで書
か

くので詩人
しじん

はその他
た

には何等
なんら

の責任
せきにん

もないのです。 註 釈
ちゅうしゃく

や訓義
くんぎ

は

学 究
がっきゅう

のやる事で 私 共
わたくしども

の方
ほう

では頓
とん

と構
かま

いません。せんだっても私の友人
ゆうじん

で送籍
そうせき

と云
い

う 男
おとこ

が一夜
いちや

という短篇
たんぺん

をかきましたが、誰
だれ

が読んでも朦朧
もうろう

として取
と

り留
と

めがつかないので、当人
とうにん

に逢
あ

って篤
とく

と主意
しゅい

のあるところを糺
ただ

して見
み

たのですが、当人もそんな事は知
し

らないよと云って

取
と

り合
あ

わないのです。全くその辺
へん

が詩人の特 色
とくしょく

かと思
おも

います」「詩人かも知
し

れないが随分
ずいぶん

妙
みょう

な男ですね」と主人が云うと、迷亭が「馬鹿
ば か

だよ」と単簡
たんかん

に送籍君を打
う

ち留
と

めた。東風君

はこれだけではまだ弁
べん

じ足
た

りない。「送籍は吾々
われわれ

仲間
なかま

のうちでも取除
とりの

けですが、私の詩もどう

か心持
こころも

ちその気
き

で読んでいただきたいので。ことに御注意
ごちゅうい

を願
ねが

いたいのはからきこの世と、あ

まき口づけと対
つい

をとったところが私の苦心
くしん

です」「よほど苦心をなすった痕迹
こんせき

が見
み

えます」

「あまいとからいと反 照
はんしょう

するところなんか十 七 味 調
じゅうしちみちょう

唐辛子調
とうがらしちょう

で面白
おもしろ

い。全く東風君独特
どくとく

の伎倆
ぎりょう

で敬々服々
けいけいふくふく

の至
いた

りだ」としきりに正 直
しょうじき

な人
ひと

をまぜ返
かえ

して 喜
よろこ

んでいる。 

主人
しゅじん

は何
なん

と思
おも

ったか、ふいと立
た

って書斎
しょさい

の方
ほう

へ行
い

ったがやがて一枚
いちまい

の半紙
はんし

を持
も

って出
で

てく

る。「東風
とうふう

君
くん

の御作
おさく

も拝見
はいけん

したから、今度
こんど

は僕
ぼく

が短文
たんぶん

を読
よ

んで諸君
しょくん

の御
ご

批評
ひひょう

を願
ねが

おう」と

いささか本気
ほんき

の沙汰
さ た

である。「天然
てんねん

居士
こ じ

の墓碑銘
ぼひめい

ならもう二三遍
にさんべん

拝 聴
はいちょう

したよ」「まあ、だま

っていなさい。東風さん、これは決
けっ

して得意
とくい

のものではありませんが、ほんの座興
ざきょう

ですから聴
き

いて下
くだ

さい」「是非
ぜ ひ

伺
うか

がいましょう」「寒月
かんげつ

君もついでに聞
き

き給
たま

え」「ついででなくても聴

きますよ。長
なが

い物
もの

じゃないでしょう」「僅々
きんきん

六 十
ろくじゅう

余字
よ じ

さ」と苦沙弥
くしゃみ

先生
せんせい

いよいよ手製
てせい

の

名文
めいぶん

を読
よ

み始
はじ

める。 

「大和
やまと

魂
だましい

！ と叫
さけ

んで日本人
にほんじん

が肺 病
はいびょう

やみのような咳
せき

をした」 

「起
おこ

し得
え

て突兀
とっこつ

ですね」と寒月君がほめる。 

「大和魂！ と新聞屋
しんぶんや

が云
い

う。大和魂！ と掏摸
す り

が云う。大和魂が一躍
いちやく

して海
うみ

を渡
わた

った。

英国
えいこく

で大和魂の演説
えんぜつ

をする。独逸
ドイツ

で大和魂の芝居
しばい

をする」 

「なるほどこりゃ天然居士以上
いじょう

の作
さく

だ」と今度は迷亭
めいてい

先生がそり返
かえ

って見
み

せる。 
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「東郷
とうごう

大 将
たいしょう

が大和魂を有
も

っている。肴屋
さかなや

の銀
ぎん

さんも大和魂を有っている。詐偽師
さ ぎ し

、山師
やまし

、

人殺
ひとごろ

しも大和魂を有っている」 

「先生そこへ寒月も有っているとつけて下さい」 

「大和魂はどんなものかと聞いたら、大和魂さと答
こた

えて行
ゆ

き過
す

ぎた。五六間
ごろっけん

行ってからエヘ

ンと云う声
こえ

が聞こえた」 

「その一句
いっく

は大出来
おおでき

だ。君
きみ

はなかなか文才
ぶんさい

があるね。それから次
つぎ

の句は」 

「三角
さんかく

なものが大和魂か、四角
しかく

なものが大和魂か。大和魂は名前
なまえ

の示
しめ

すごとく 魂
たましい

であ

る。魂であるから常
つね

にふらふらしている」 

「先生だいぶ面白
おもしろ

うございますが、ちと大和魂が多過
おおす

ぎはしませんか」と東風君が注意
ちゅうい

する。

「賛成
さんせい

」と云ったのは無論
むろん

迷亭である。 

「誰
だれ

も口
くち

にせぬ者
もの

はないが、誰も見たものはない。誰も聞いた事
こと

はあるが、誰も遇
あ

った者が

ない。大和魂はそれ天狗
てんぐ

の 類
たぐい

か」 

主人
しゅじん

は一結
いっけつ

杳然
ようぜん

と云
い

うつもりで読
よ

み終
おわ

ったが、さすがの名文
めいぶん

もあまり短
みじ

か過
す

ぎるのと、主意
しゅい

がどこにあるのか分
わか

りかねるので、三人
さんにん

はまだあとがある事
こと

と思
おも

って待
ま

っている。いくら待

っていても、うんとも、すんとも、云
い

わないので、最後
さいご

に寒月
かんげつ

が「それぎりですか」と聞
き

くと

主人は軽
かろ

く「うん」と答
こた

えた。うんは少
すこ

し気楽
きらく

過
す

ぎる。 

不思議
ふ し ぎ

な事に迷亭
めいてい

はこの名文に対
たい

して、いつものようにあまり駄弁
だべん

を振
ふる

わなかったが、やがて

向
む

き直
なお

って、「君
きみ

も短篇
たんぺん

を集
あつ

めて一巻
いっかん

として、そうして誰
だれ

かに捧
ささ

げてはどうだ」と聞いた。

主人は事
こと

もなげに「君に捧げてやろうか」と聴
き

くと迷亭は「真平
まっぴら

だ」と答えたぎり、先刻
さっき

細君
さいくん

に見
み

せびらかした 鋏
はさみ

をちょきちょき云わして爪
つめ

をとっている。寒月君
くん

は東風
とうふう

君に向
むか

っ

て「君はあの金田
かねだ

の令 嬢
れいじょう

を知
し

ってるのかい」と尋
たず

ねる。「この春
はる

朗読会
ろうどくかい

へ招 待
しょうだい

してから、

懇意
こんい

になってそれからは始終
しじゅう

交際
こうさい

をしている。僕
ぼく

はあの令嬢の前
まえ

へ出
で

ると、何
なん

となく一種
いっしゅ

の

感
かん

に打
う

たれて、当分
とうぶん

のうちは詩
し

を作
つく

っても歌
うた

を詠
よ

んでも愉快
ゆかい

に 興
きょう

が乗
の

って出
で

て来
く

る。この
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集 中
しゅうちゅう

にも恋
こい

の詩が多
おお

いのは 全
まった

くああ云う異性
いせい

の朋友
ほうゆう

からインスピレーションを受
う

けるか

らだろうと思う。それで僕はあの令嬢に対しては切実
せつじつ

に感謝
かんしゃ

の意
い

を 表
ひょう

しなければならんから

この機
き

を利用
りよう

して、わが 集
しゅう

を捧げる事にしたのさ。昔
むか

しから婦人
ふじん

に親友
しんゆう

のないもので立派
りっぱ

な

詩をかいたものはないそうだ」「そうかなあ」と寒月君は顔
かお

の奥
おく

で笑
わら

いながら答えた。いくら

駄弁家
だべんか

の寄合
よりあい

でもそう長
なが

くは続
つづ

かんものと見
み

えて、談話
だんわ

の火
ひ

の手
て

は大分
だいぶ

下火
したび

になった。吾輩
わがはい

も彼等
かれら

の変化
へんか

なき雑談
ざつだん

を終 日
しゅうじつ

聞かねばならぬ義務
ぎ む

もないから、失敬
しっけい

して庭
にわ

へ蟷螂
かまきり

を探
さが

しに

出た。梧桐
あおぎり

の 緑
みどり

を綴
つづ

る 間
あいだ

から西
にし

に 傾
かたむ

く日
ひ

が斑
まだ

らに洩
も

れて、幹
みき

にはつくつく法師
ぼうし

が懸命
けんめい

に

ないている。晩
ばん

はことによると一雨
ひとあめ

かかるかも知
し

れない。 


